


ス
タ
ッ
フ

キ
ャ
ス
ト

・
中
村
主
水
・
:
藤

山 g

内作

•参
笑
福

井亭:べ;尾内木本上 )11: 田

き鶴俊友と万政弘いま
し ずこ
信お理樹明みと

久
司

(
朝
日
放
送
)

洋
三(

松
竹
)

-
加
代
:
;
:
鮎

棲

井

-
政
:
:
:
;
:
:
村

屯
・:
j
i
-
-
-吉
小

-
脚
本

野
上
龍
雄

保
利
吉
紀

中
村
勝
行

.
撮
影

石
原
.
照
明

中
島
利

.
音
楽

平
尾
昌

・
美
術

太
田
誠

・
製
作
補

高
橋
信

-
り
つ
・
:
:
:
:
白

-
護
同
心
田
中
・
:
山

・
富
山
周
平
:
妹

興

-
壱
:
:
:
:
:
:
此
木

男晃

-
せ
ん
:
:
:
:
菅

•• •••••••••秀真 おおお加梅左夢彦清
宮 ゆしさ納市楽助松屋

審 みのとう~ ~ ~ ~ ~竺
次. . .烏:唱. . .廊

三伊 野山三織佐レビ岸川
田‘ツ I

坂村武坂田沢本川ゴト部谷田

慶.邦.雅.クスあ .j願満!き一.拓.三
薪ミけ 正よ 樹

万るミ子み吉男児し徳三♂夫

-
舛
腰
仙
右
ヱ
門
-
J成

夫

御
存
知
、
必
殺
仕
事
人
・
中
村
主
水
の
登
場
で
す
。

そ
そ
っ
か
し
く
、
多
少
軽
率
な
人
物
、
そ
し
て
、
し

た
た
か
で
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
中
村
主
水
を
中
心

に
、
お
金
に
ま
つ
わ
る
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
欲
望
む
き
だ

し
の
人
間
模
様
の
物
語
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
村
主
水
に
付
き
合
う
の
は
大
変
疲
れ
ま
す
が
、

こ
の
作
品
の
テ

l

マ
で
も
あ
り
ま
す
か
一
寸
の
虫
に

も
五
介
の
魂
。
に
ち
ょ
っ
と
気
負
わ
ず
挑
戦
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

真
面
目
に
描
く
の
は
大
変
む
ず
か
し
い
の
で
す
が
、

少
々
破
天
荒
に
常
軌
を
逸
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
は
一
番
、
中
村
主
水
と

共
に
夢
中
に
と
ん
で
み
る
つ
も
り
で
す
。

発瓦ん彦

時
代
劇
の
醍
醐
味
を
追
求
す
る
映
画
「
必
殺
/
」

シ
リ
ー
ズ
は
数
え
て
第

3
作
。

現
代
的
な
感
覚
と
様
々
な
ア
イ
デ
ア
で
庶
民
の
怒

り
と
哀
し
み
を
払
拭
、
快
感
、
痛
快
さ
を
も
感
じ
さ

せ
る
か
必
殺
仕
事
人
。
の
活
躍
は
聞
を
追
う
ご
と
に

人
気
を
得
て
い
る
。

ご
存
じ
中
村
主
水
の
藤
固
ま
こ
と
を
は
じ
め
、
鮎

川
い
ず
み
、
村
上
弘
明
、
京
本
政
樹
に

T
V

シ
リ
ー

ズ
で
新
た
に
参
加
し
た
、
柴
俊
夫
、
笑
福
亭
鶴
瓶
に

加
わ
え
て
、
こ
れ
ま
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
菅
井
き
ん
、
白
木
万
理
の
か
せ
ん
。
と
か
り

つ
。
も
健
在
。
こ
の
華
や
か
な
レ
ギ
ュ
ラ
ー
陣
に
、

さ
ら
に
特
別
ゲ
ス
ト
ス
タ
ー
の
出
演
も
決
定
し
た
。

い
ま
や
、
日
本
映
画
界
を
代
表
す
る
女
優
松
坂
慶

子
が
、
み
か
け
は
か
同
心
の
妻
。
そ
の
実
は
・
:
と
い

う
興
味
津
々
の
役
柄
で
出
演
、
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
美
し

さ
を
見
せ
て
く
れ
る
。

「
必
殺
/
」
フ
ァ
ン
待
望
の
「
秀
さ
ん
」
が
帰
っ
て

く
る
/
あ
の
凄
絶
な
、
必
殺
技
。
カ
ン
ザ
シ
刺
し
。

を
駆
使
す
る
「
力
、
サ
リ
職
人
の
秀
」
こ
と
三
田
村
邦

彦
が
二
年
ぶ
り
に
復
帰
す
る
。

T
V

で
は
見
ら
れ
な

い
、
三
田
村
フ
ァ
ン
の
飢
餓
感
を
十
分
に
満
足
さ
せ

て
く
れ
る
。

演
出
は
映
像
の
魔
術
師
・
工
藤
栄
一
が
か
本
物
の

時
代
劇
。
を
目
指
し
て
取
り
組
め
ば
、
名
コ
ン
ビ
撮

影
・
石
原
興
、
照
明
・
中
島
利
男
が
新
た
な
映
像
づ

く
り
に
挑
戦
す
る
。

お
話
は

1
1
1江
戸
の
地
下
金
脈
に
触
れ
て
し
ま
っ

た
中
村
主
水
が
自
ら
の
仕
事
人
と
し
て
の
生
き
方
に

疑
義
を
感
じ
始
め
、
挙
句
に
は
閣
の
金
融
集
団
か
ら

も
仕
事
人
仲
間
か
ら
も
つ
け
狙
わ
れ
る
と
い
う
主
水

絶
体
絶
命
の
危
機
を
描
く
。

子

す
べ
て
世
は
事
も
な
し

i
l

南
町
奉
行
所
同
心
・

中
村
主
水
(
藤
田
ま
こ
と
)
に
と
っ
て
、
役
所
で
は

筆
頭
同
心
・
田
中
(
山
内
と
し
お
)
に
馬
鹿
に
さ
れ
、

家
で
は
姑
の
せ
ん
(
菅
井
き
ん
)
と
女
房
の
り
つ
(
白

木
万
理
)
に
の
の
し
ら
れ
る
〈
単
調
な
日
常
〉
が
続

い
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
主
水
の
同
僚
で
あ
り
隣
家
の
主

で
あ
る
同
心
・
清
原
が
、
何
者
か
に
殺
さ
れ
る
と
い

う
〈
事
件
〉
が
起
き
た
。
実
は
こ
の
事
件
、
清
原
が

舛
屋
な
る
両
替
商
を
ゆ
す
っ
て
い
た
た
め
、
舛
屋
の

刺
客
に
殺
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
も
、
清
原
の
女

房
・
お
こ
う
(
松
坂
慶
子
)
は
、
そ
の
舛
屋
と
な
に

や
ら
深
い
関
わ
り
合
い
が
あ
る
ら
し
い
。

数
日
後
、
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
ず
、
主
水
は
知
り

合
い
の
後
家
か
ら
頼
ま
れ
、
貯
金
の
利
息
の
取
り
立

て
に
、
そ
の
舛
屋
に
出
向
く
。
そ
こ
で
、
彼
の
前
に

現
わ
れ
た
舛
屋
か
ら
主
水
は
恩
わ
ぬ
事
を
聞
か
さ
れ

る
。

て
ん
か

ぴ
と
「
今
は
金
の
世
の
中
。
金
を
牛
耳
れ
る
の
が
天
下

人
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ま
り
意
地
を
張
っ
て
逆
ら
う

と
、
お
隣
り
の
清
原
さ
ま
の
よ
う
に
:
:
:
」

清
原
殺
し
が
、
こ
の
舛
屋
の
手
に
よ
る
も
の
ら
し

い
と
、
主
水
は
気
付
く
が
、
そ
の
ま
ま
舛
屋
か
ら
退

散
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
、

後
日
、
舛
屋
の
勘
定
人
が
自
殺
す
る
事
件
が
起
き
、

主
水
は
再
度
、
舛
屋
と
対
決
す
る
が
軽
く
追
い
返
さ

れ
て
し
ま
う
。
や
が
て
、
主
水
に
恐
る
べ
き
刺
客
が

迫
っ
て
く
る
。
か
ら
く
も
主
水
は
、
仕
事
人
仲
間
た

ち
の
手
助
け
で
、
そ
の
窮
地
を
脱
す
る
。

そ
の
後
、
主
水
に
以
前
の
日
常
が
戻
っ
た
か
に
み

え
た
。
が
、
主
水
は
お
ゆ
み
な
る
小
娘
に
チ
ョ
ッ
カ

イ
を
出
し
た
ば
か
り
に
、
妻
の
座
を
迫
ら
れ
る
。
そ

の
挙
旬
、
娘
は
「
中
村
主
水
は
人
非
人
だ
/
」
の
捨

て
せ
り
ふ
を
残
し
て
、
五
重
の
塔
か
ら
投
身
自
殺
を

し
て
し
ま
う
。

窮
地
に
落
ち
、
家
で
も
役
所
で
も
身
の
置
場
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
主
水
。
そ
ん
な
時
、
秀
(
三
田
村

邦
彦
)
が
帰
っ
て
く
る
。
秀
よ
り
、
お
ゆ
み
の
自
殺

は
舛
屋
が
仕
組
ん
だ
〈
殺
し
〉
で
あ
る
と
聞
か
さ
れ
、

主
水
の
怒
り
が
爆
発
す
る
。

主
水
は
、
秀
や
加
代
(
鮎
川
い
ず
み
)
、
竜
(
京

本
政
樹
)
、
政
(
村
上
弘
明
)
、
壱
(
柴
俊
夫
)
、

参
(
笑
福
亭
鶴
瓶
)
ら
仕
事
人
た
ち
を
参
集
し
、
舛

屋
一
味
に
挑
ん
で
い
く
:

が
、
物
語
は
意
外
な
方
向
へ
展
開
し
、
驚
く
べ
き

敵
が
仕
事
人
た
ち
を
待
ち
か
ま
え
て
い
た
の
だ
っ
た


